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1. はじめに 

近年，歩きながらスマートフォン（スマホ）の操作を行

う歩きスマホが問題となっている．特に，駅での歩きスマ

ホは，接触事故等の原因となり危険である．本稿では，鉄

道の安全運行を目的とし，画像から人物の姿勢を推定する

Convolutional Pose Machines [1]を用いた歩きスマホ認識手法

を提案する． 

2. 関連研究 

新村ら[2]は，車載カメラによる歩きスマホ認識手法を提

案している．歩行者画像から HOG 特徴量を抽出し，SVM

を用いて歩きスマホと通常の歩行を分類する．新村らの研

究では， 歩行者の向きを正面向き，右向き，左向きに限っ

ているが，本稿では，歩行者の 8 方向を向いた画像を一様

に扱い，新村らの手法と提案手法を比較する． 

3. Convolutional Pose Machines 

Convolutional Pose Machines (CPMs)は，画像から人物の姿

勢を推定するアルゴリズムである．人物画像を入力とし，

人物の各部位（首，右肩，左足首など）の入力画像におけ

る座標を出力する．Convolutional Neural Network (CNN)を階

層的に構成することで，複数スケールの画像特徴量による

Context Feature と局所画像特徴量を合わせ，各部位の推定

を実現している． 

4. 提案手法 

CPMs を用いた歩きスマホ認識手法を提案する．提案手

法 1 として CPMs により推定された姿勢を画像特徴量とし，

SVMによって分類する手法を提案する．まず，歩行者画像

を CPMs に入力し，姿勢情報を得る．得られた姿勢情報は，

入力画像における各部位の座標であるから，正規化し，

SVMに入力する．これにより，歩きスマホと通常の歩行を

分類する． 

提案手法 2 として，提案手法 1 に加え，歩行者の全身の

HOG 特徴量と手元の HOG 特徴量を利用する手法を提案す

る．まず，提案手法 1 において CPMs によって得られた姿

勢情報を用い，歩行者の体の向きを推定する．歩行者の向

きが横向きから背面向きの範囲であるならば，手元が身体

に隠れて見えないと考えられるため，提案手法 1 の結果を

そのまま用いる．歩行者の向きが横向きから正面向きの場

合，姿勢情報から手首の座標を参照し，手首周辺の領域を

切り出す．切り出した画像を肘が画像上部に来るよう回転

し，右手，左手合わせて HOG 特徴量を計算する．この

HOG 特徴量による SVM 分類を行う．また，歩行者の全身

についても HOG 特徴量を計算し，SVM による分類を行う．

最後に，CMPsによる姿勢情報，手元の HOG特徴量，全身

の HOG 特徴量についての分類結果を統合し，分類を行う． 

5. 実験 

新村らの手法，提案手法 1，提案手法 2 を比較する．新

村らの手法では，全身の HOG特徴量による SVM分類，提

案手法 1では CPMsの姿勢情報による SVM分類を行った．

提案手法 2では，CPMsの姿勢情報による SVM分類に加え，

姿勢情報において左肩 x 座標＞右肩 x 座標の場合，全身の

HOG 特徴量による SVM 分類，手元の HOG 特徴量による

SVM分類の結果を統合する．分類結果の統合の際は，全身

の HOG 特徴量，手元の HOG 特徴量の両方の分類結果が

「歩きスマホ」である場合のみ，それを優先し，それ以外

の場合には CPMsの出力結果を用いる． 

データセットは，歩行者 16 人が 45°間隔で 8 方向を向

いて歩いたものを撮影した画像を用いる． leave-one-out 交

差検証法に基づき，一人分のデータを評価，残りを学習に

用いる実験を 16人分行い，結果を平均した． 

表 1 に各手法による適合率と再現率を示す．提案手法 2

が最も良い結果となっている． 

 

 

手法 適合率 再現率 

新村らの手法 0.837 0.836 

提案手法 1 0.933 0.928 

提案手法 2 0.943 0.941 

6. おわりに 

本稿では，CPMs を用いた歩きスマホ認識手法を提案し

た．実験により，従来手法より高い精度が確認できた． 
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